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第７５回 全国植樹祭 苗木の返還式 

 5月 25日秩父ﾐｭｰｽﾞﾊﾟｰｸで第 75回全国植樹祭が開催されます。全国植 

樹祭で植えられる苗木、ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞやｲﾀﾔｶｴﾃﾞ・ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞの 3種類計 29本を 

皆高 2年生が令和 5年 10月から「苗木のｽｸｰﾙｽﾃｲ事業」として育成を託さ 

れていました。1年 4カ月の期間、学校で育ててきた苗木は１ｍほどに 

成長しました。2月 28日に県へ苗木を返還しました。全国植樹祭の式典 

当日には、本校代表生徒 4名がｱｼｽﾀﾝﾄ役としても参加します。 

 

全国植樹祭100日前記念イベント「美の山桜植樹」小学生と一緒に！ 

 2 月 27 日、皆野町「全国植樹祭100 日前記念イベント」

として、また卒業記念植樹として、美の山頂上付近に桜の木（ｼﾞ

ﾝﾀﾞｲｱｹﾎﾞﾉ）を、黒澤町長とご一緒させていただき植樹しまし

た。町内３小学校の 6 年生と本校 3 年生で卒業前の記念に残

る取り組みとなりました。ありがとうございました。 

 

 

 

皆  高  ピ  ッ  ク  ア  ッ  プ  ニ  ュ  ー  ス  

頑張る皆高生 秩父鉄道ポスター制作 マレットゴルフを体験 ／ 「道の駅みなの」で販売実習 

 秩父鉄道様とは、SLや駅での販売実習など様々な連

携をさせていただいています。今回、実際に秩父鉄道で

使用するポスターを生徒が制作するプロジェクトに取

り組みました。３年生商業科「観光ビジネス」の授業で

９月から始まり、秩父鉄道の社員様などの講義やレクチ

ャーを受け、撮影・モデルなどにも取り組みました。こ

のプロジェクト名は「皆高発▶秩鉄行 青春ポスタープ

ロジェクト」。2月 26日報道発表、3月 5日ポスター

お披露目会。現在、秩父鉄道主要駅や車内に掲示されて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 13 日皆野町マ

レットゴルフ場で体

験してきました。ほ

とんどの生徒が初挑

戦でしたが、地域の

皆さまにご指導いた

だき、 楽しくプレー

できました。 

――――――――――――――――――――――― 
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埼玉県立皆野高等学校 

地域の活性化に寄与し、地域社会と産業を支える人材を育成する 

 

 

令和6年度も 地域の皆さまからの協力や応援により、生徒たちは様々な取組をさせていただきました。感謝     

3/5 青春ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾛｼﾞ 

ｪｸﾄの紹介とｻﾌﾟﾗｲｽﾞ

のﾒｯｾｰｼﾞが皆野駅・

親鼻駅に掲示 

 

 

 

 

 

3/5 (水) 報道等 3 社来校、取材にも

対応して取組内容を説明しました。 

３月１５日 道の駅みな

の農産物直売所で販売

実習。「みそぽてサブレ」

「しかコロぱん」の販売

を先輩から引き継ぎ、2

年生による活動が本格

スタート。大きな声と笑

顔で接客し商品は完売。

温かいお声がけ有り難

うございました！ 

 

 

       
3/17 手話体験講座を開催、手話の

世界に触れ、手話の役割や重要性

を学び、挨拶や家族、数字、地域、

名前など基本から会話まで練習。 

2/15 社協主催「はじめての

点字教室」に参加、基本か

ら実際に点字を打つなど

の体験をしました。 

3/11 三沢小の種芋作付に

参加、種芋を切り、畑へ植

えて、小高の世代を超えた

繋がりを感じた日でした。 

3 月号「広報みなの」本校

生の俳句・短歌が初掲載。

選択授業「文芸探究」で学

んだ成果です。 



令和 ６ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立皆野高等学校 ）  

目 指 す 学 校 像 
校訓（誠実・勤勉・協力・奉仕）の理念の下、 

地域の活性化に寄与し、地域社会と産業を支える人材を育成する学校 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びを推進し、確かな学力を育成する。 

２ 地域の人材と資源を活用し、地域と連携した特色ある学びを推進する。 

３ 思いやりの気持ちの醸成やあいさつの励行を通し、健全な心身を育成する。 

４ 生徒の特性に応じた進路指導を推進し、地域で活躍する人材を輩出する。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   出席者 学校関係者   ７ 名 

    生徒      ３ 名 

    事務局(教職員) ６ 名 
 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ ２ 月 １ 日  現 在 ）  実施日 令和７年２月１９日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】生徒一人ひとりに寄り添った指

導を実施している。また、商業高校とし

ての強みを生かし、体験的な学びや商品

開発、資格取得を奨励し、地域など外部

との連携を進めている。 

【課題】社会での活躍を見据え、生徒に

は社会生活の基本を備えることが必須で

ある。そのために、〇一人ひとりの基礎

学力の定着を図るきめ細やかな学習指導

〇職員相互の授業研究や授業振り返り会

など校内研修の継続〇多様な検定試験挑

戦の奨励と成功体験の機会の確保〇地域

等外部との更なる連携〇ＩＣＴ機器の積

極的な活用を行う。 

少人数学級を

活かした授業

はもとより、

学習の動機付

けを含めた授

業の実施によ

り基礎学力の

定着と学力の

向上を図るこ

と が で き た

か。 

①授業研究週間で授業見学と事前事後

の研究協議を実施（1・2 学期) 

②各種検定試験に向け意欲及び学力を

向上させる指導（通年） 

③多面的評価方法の工夫改善（通年) 

 

④生徒による授業に係る自己評価の結

果を活用した授業改善（通年） 

⑤アクティブラーニングや、ICT機器

を活用した授業の実施（通年） 

⑥生徒の自立を促す高校通級の実施

（通年) 

①授業研究週間で、相互の授業見学研究

協議で意見交換ができたか。 

②検定試験指導を計画的に実施し、合格

者を輩出したか。 

③各教科で多面的・総合的に評価した

か。 

④生徒アンケートを実施し、評価結果を

分析し改善に努めたか。 

⑤AL 型授業実施、ICT 機器活用等により

生徒が自主的に学習に取り組むことが

できたか。 

⑥教育支援プランに沿って計画的に指導

できたか。 

授業の工夫・改善により「積
極的に取り組んでいる」との
生徒回答が 48.6％と、昨年よ
り 10 ポイント上昇した。 
①2 回実施、1 回目は平均 1.6
回見学、2 回目は 1.8 回見学。 
②生徒一人一人に合わせた適
切な指導により 1 級等の合格
者を輩出することができた。 
③生徒理解に基づいた指導を
深めながら各教科で評価を行
っている。 
④アンケートを実施・分析し
た。 
⑤Googleclassroom 等を適宜授
業で活用した。 
⑥計画に沿って指導できた。 

A 

生徒に寄り添った指導を行ってい

る。加えて、体験的な学びや商品開

発、資格取得を奨励し、地域など外

部との連携を進めた。 

【課題】在籍生徒が３学年のみとな

り、引き続き、卒業後社会での活躍

を目指した指導が必須となる。 

〇基礎学力の定着を図るきめ細やか

な学習指導 

〇授業研究等校内研修の継続 

〇検定試験挑戦の奨励と成功体験の

機会の確保 

〇地域等外部との更なる連携 

〇ＩＣＴ機器の積極的な活用 

 

〇やる気を引き出す授業の実践や研究、人数が少ない

今しかできないことを考え出す等のマインドが素晴ら

しい。これは、皆野高校だからできることである。ど

うやったら生徒や先生が良くなるかを考えているのが

伝わってくる。そのマインドを生徒も先生も持ってい

るのが素晴らしい。 

〇先生方のきめ細やかな指導が効いている。先生方の

寄り添う姿勢がありがたい。生徒の学習意欲に繋がっ

ている。今後も生徒のバックアップをし続けてもらい

たい。 

〇日頃より生徒一人ひとりに寄り添い丁寧なご指導を

ありがとうございます。安心できる環境の中で先生方

が研修や協議を重ね、生徒達も基礎学力の向上や社会

への対応力が育まれたかと思います。来年度は生徒

数・教員数ともに減となりますが可能な限り状況を変

えることなくご指導のほどよろしくお願いします。 

２ 

【現状】生徒が本校で学ぶ価値や魅力を

感じる教育活動を推進している。また、

地域と連携をした行事等の取組を実施し

ている。 

【課題】学年減少による人員の減少によ

り、外部人材の力を活かした学校運営、

行事等の実践を推進する必要がある。〇

包括連携協定に基づき、町役場、商工会

と引き続き情報共有を図り連携協力す

る。〇小中学校と連携した取組により、

生徒の活躍の場を設ける。〇秩父圏域４

高校の行事内容を工夫し、参加者数の増

加を図る。〇秩父定住自立圏事業の活動

継続。 

地域の人材と

資源を活用し

た、商業高校

ならではの唯

一無二の教育

活動の実施と

発信を行うこ

と が で き た

か。 

①地域と連携した商品開発による取組

の継続、地域人材を活用した講演会

等の実施（通年） 

②学校運営協議会の実施（4 回）と協

議会での意見提言の活用（通年） 

③皆野町・秩父地域、幼小中高大との

連携活性化（通年） 

④本校教育活動を地域へ直接周知・理

解させる取組（通年） 

⑤本校教育活動をＨＰやマスコミ等メ

ディア活用による発信（通年） 

⑥秩父定住自立圏との連携（通年） 

⑦ボランティア活動の実施 

①商品開発、販売実習等を生徒が地域に

出かけて実施できたか。講演会等実施

できたか。 

②学校運営協議会で活発な意見交換が行

われ、提言を活用できたか。 

③地域の各機関との連携を活性化するこ

とができたか。 

④地域の協力を得て実施できたか。 

⑤ＨＰ更新回数やアクセス数、新聞等へ

取り上げられる回数が増加したか。 

⑥秩父定住自立圏と連携できたか。 

⑦お守り配布等、地域行事へ参加するこ

とができたか。 

地域連携を推進した。 
①新商品「しかコロぱん」の開
発、販売実習。講演会実施。 

②年4 回学校運営協議会を開催
し、文化祭等で協力を得る。 

③異校種等と交流事業、地域人材
の活用。公開講座18講座開講。 

④進路懇談会(6 月)、PTA 保護者
懇談会(7 月)、在り方生き方教
育。皆高 times 町全戸回覧。 

⑤HP毎日更新(昨年比15%増、月最
高ｱｸｾ ｽ 38 万件超)。皆高 CS 
times（学校新聞）毎月発行・地
域配布。報道等100回以上掲載。 

⑥中学生対象の進学相談会(7
月)、見学会(１月)、説明会(2
月)実施。ちちぶｴﾌｴﾑ(8 回)等。 

⑦交通安全運動で有料道路料金所
でお守り配布（2 回）、ミニ門松
作製配布。SL で交通安全運動。 

A 

 特色ある教育活動を実施するとと

もに、地域と連携し規模を維持し

た行事等を実施することができ

た。 

【課題】人員の減少により、外部人

材の力を活かした学校運営や、行

事等の実践及び 60 周年に向けての

取組を継続する必要がある。 

〇町役場、商工会等地域と情報共有

を図り連携協力する。 

〇異校種等と連携し、生徒の活躍の

場を設ける。 

〇秩父圏域４高校の行事等の継続実

施。 

 

〇亀沢屋との連携により開発した商品みそぽてサブレ

も販売実習として販売したが、生徒が販売を行うと完

売している。今年度の新商品しかコロぱんも食べてみ

たいし、今後も頑張って欲しい。 

〇多方面で皆野高校の名前が取り上げられているこ

と、校長先生はじめ先生方の努力の賜物である。皆野

高校という校名はなくなってしまうが、注目されてい

るということは期待されている証拠である。多くの経

営者も視線を送っている。来年度も引き続き、生徒が

活躍できるように教員・地域がバックアップすること

ができれば、地域の産業に影響を与えることができ

る。残りの時間でも、沢山できることがある。 

〇今回の報告にはなかった「できなかったこと、失敗

したこと」は沢山あると思う。ぜひそれも聞かせてい

ただきたい。その面を我々はサポートしていきたい。 

〇皆高生は他校の生徒さんに比べ多くの大人達の中で

頑張っています。この関わりは社会へ出て、必ず役立

つと思います。 

３ 

【現状】生徒が主体的に参加する学校行

事の工夫や部活動、生徒会活動を奨励

し、自立心を育成している。また基本的

生活習慣の定着や挨拶の励行により社会

性や規範意識を育成している。 

【課題】コミュニケーション能力の育成

を行う。具体的には〇生徒の活躍の機会

確保〇職員の立哨指導による挨拶励行と

整容指導の継続〇ＳＣや巡回支援員等外

部専門家を活用した相談体制の継続維持

〇外部専門家による講演会等の実施。 

少数でも活気

のある学校行

事や部活動等

を実施するこ

と が で き た

か。また、日

常的に声掛け

や 整 容 指 導

等、きめ細や

かな生徒指導

を行うことが

できたか。
 

①遅刻指導の実施（通年） 

②生徒による挨拶運動継続（通年） 

③自転車使用に係る指導の実施（2

回） 

④土砂災害なども想定した総合防災訓

練等安全教育の実施（4回） 

⑤校内委員会を中心に、SC 等関係機

関や教職員・保護者との連携による

教育相談の実施（通年） 

⑥人権学習の実施・発表（1 回） 

⑦学校生活アンケートの実施（2 回） 

①遅刻回数（延べ）が減少したか。 

②挨拶運動が実施できたか。 

③自転車事故を防止できたか、講習会等

での指導を実施したか。 

④消防署員の指導のもと、火災・地震・

土砂災害等の訓練において、的確に判

断・行動できたか。 

⑤SC 等関係機関と連携して活用状況と

生徒・保護者の満足度は高まったか。 

⑥人権学習を実施・発表できたか。 

⑦結果を分析し、改善に結びつけること

ができたか。 

少人数を活かした学校行事や部活 
動を実施している。また、学年を 
中心とした情報共有に基づき、生 
徒指導を行った。 
①改善はみられているが、特定の
生徒の遅刻・欠席はある。 

②挨拶励行と整容指導を実施 
③計画通り実施した。 
④年４回土砂災害訓練等総合防災
訓練を実施した。 

⑤SC(29 回)巡回支援員(6 回)活用
し、生徒・保護者と面談を実施
した。 

⑥人権学習の実施・地区実践報告
会で発表を行った。 

⑦今後教育活動に活かしていく。 

A 

 生徒が主体的に参加する学校行事

や部活動、生徒会活動は行えてい

る。 

【課題】基本的生活習慣の定着や社

会性規範意識を育成、コミュニケ

ーション能力の育成に一層取り組

んでいく必要がある。 

〇生徒の活躍の機会確保〇挨拶励行

と整容指導の継続〇ＳＣや巡回支

援員等外部専門家を活用した相談

体制の継続維持〇外部専門家によ

る講演会等の実施。 

 

〇来年度１学年になってしまう。クリーンキャンペー

ンなど実施できる方法を考えたい。来年度、文化祭以

外にも生徒会行事を考えていればＰＴＡとしてもサポ

ートしたい。 

〇今年は地域の方に協力してもらった。今年度より、

来年度。どうやったらもっと盛り上げられるのかを生

徒には考えてほしい。 

〇生徒会は３年生が卒業して、人数も減り活気がなく

なってしまうことを懸念している。しかし、人数が少

ないからこそできる文化祭にして盛り上がっていきた

い。 

〇地域の人たちに交通安全運動や青少年健全育成キャ

ペーンを引き継いでいきたい。皆野中学校の先生も見

学に来ていただいた。皆野中学校などと連携引継ぎを

行うことができると理想的である。 

４ 

【現状】地域貢献活動を継続し、郷土を

愛し、皆野町をはじめ秩父圏域に定住し

活躍する人材を育成している。 

【課題】個々に応じた職業観の育成と地

域で活躍する人材の育成が期待されてい

る。〇一人ひとりの進路希望を実現するため

の計画的系統的指導の継続〇継続的な企業訪

問により、学校との安定した信頼関係を維持

〇就職支援員等を積極的に活用〇ＰＴＡ後援

会の協力による面接指導等の継続〇「進路の

手引」の見直しと有効活用の徹底。 

３年間を見通

した系統的・

組織的な進路

指 導 を 実 践

し、希望進路

の実現をする

ことができた

か。 

①「進路の手引」改善（4 月）と活用

（通年） 

②系統的進路ガイダンスや進路指導の

実施（通年） 

③秩父地域雇用対策協議会と連携しイ

ンターンシップ実施（2 年生)、企

業見学会への参加（3 年生） 

④進路決定に向けた面接練習（試験

前）、就職後の働き方指導の実施

（通年） 

 

①手引きの内容を改善したか、ＨＲ等で

活用できた。 

②進路ガイダンス 2 回以上の実施、各種

職業検査や進路対策指導が実施できた

か。 

③地元事業所と連携しインターンシップ

の実施、企業見学会へ生徒が参加し理

解を深めたか。 

④３年生が PTA や就職支援員等と面接や

指導を受けて進路が決定したか。（3

年生試験前 1人 5回の模擬面接) 

学年を中心とした年間計画に沿っ 
た進路対策・指導を行い進路実現 
に繋げることができた。 
①プリント等も活用し、履歴書の
入力等、適切に活用した。 

②ガイダンス、検査等全て予定通
り実施することができた。 

③２年生全員が実施（7 月）し、
各自インターンシップ内容につ
いて発表。企業見学会へ参加。 

④就職支援員、ＰＴＡ役員等の協
力により全員実施。希望者進路
先 100％を決定した。 

A 

 ３年間を見通した進路指導を行っ

た。個々に応じた進路指導により

就職希望者は 11 月に、進学希望者

も 12 月には全員進路決定をするこ

とができた。 

【課題】進路希望を実現するため〇

計画的系統的指導の継続〇理解を

頂いている企業との信頼関係を維

持〇就職支援員等を積極的に活用

〇「進路の手引」の見直しと有効

活用の徹底。 

 

〇就職希望者が全員２学期中に進路が決まったことが

大変素晴らしい。 

〇保護者の方々に、もっと早く進路について考える機

会・仕掛けをいただけるとありがたい。来年度も面接

練習の協力をします。 

〇「進学指導を早めに」という話が出たが、夏休みの

面接練習会をもっと早く行うのはどうか。教員以外の

大人たちと面接練習をすることで、生徒はより本気に

なる。来年はもう少し早くから面接練習を行うのも悪

くないのではないか。 

〇近年、各企業内定や就職活動を前倒しに行う傾向に

あるため、早め早めの準備が望ましい。 


